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Ⅰ 日 本 エ ア コ ミ ュ ー タ ー 株 式 会 社 所 属 ＪＡ８７８１
個 人 所 属 Ｎ１８５ＧＷ

（接 近）

Ⅱ 個 人 所 属 自 作 航 空 機

平成１６年 ５ 月２８日

航空・鉄道事故調査委員会



本報告書の調査は、日本エアコミューター株式会社所属JA8781と個人所

属N185GW他１件の航空重大インシデントに関し、航空・鉄道事故調査委員

会設置法及び国際民間航空条約第１３附属書に従い、航空・鉄道事故調査

委員会により、航空事故の防止に寄与することを目的として行われたもの

であり、本事案の責任を問うために行われたものではない。

航空・鉄道事故調査委員会

委員長 佐 藤 淳 造



Ⅱ 個人所属 自作航空機
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付図１ 推定飛行経路図 
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国土地理院 ２万５千分の１地形図を使用 

重大インシデント発生地点付近の拡大見取図 
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付図２ 自作航空機 三面図 
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  - 14 - 

 

付図４ キャブレター概念図 

付図３ キャブレター、燃料ポンプ及び燃料タンク配置図 
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写真１ 当該機 

写真２ プロペラ 



≪参 考≫

本報告書本文中に用いる解析の結果を表す用語の取扱いについて

本報告書の本文中「３ 事実を認定した理由」に用いる解析の結果を表す用語は、

次のとおりとする。

①断定できる場合

・・・「認められる」

②断定できないが、ほぼ間違いない場合

・・・「推定される」

③可能性が高い場合

・・・「考えられる」

④可能性がある場合

・・・「可能性が考えられる」




